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Abstract
　本研究は「HIT 健康教育新聞」を用いた実践的健康教育を展開した。「HIT 健康教育新聞」を肯定的にとら
えた学生は、前期末75.0%、後期末79.4% であった。体力水準は標準的であったが、バラつきが大きいことが特
徴であった。健康関連 QOL の役割／社会的側面 QOL サマリースコアは、国民標準に比較して低値を示した。
精神的健康度に関する下位尺度は、前期末に低値を示した。生活習慣は入学後に悪化する傾向が確認され、前
期に大きく悪化することが明らかになった。以上のことから、「HIT 健康教育新聞」を用いた実践的な健康教
育に対して多くの学生は肯定的にとらえているものの、実際の生活習慣の乱れに対する効果は限定的である可
能性が示された。
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緒　言

　大学生の健康度および生活習慣が著しく悪く、不定愁訴
の発現頻度が高いことが多くの先行研究から指摘されてい
る １ −１2）。大学生と生活習慣に関する研究は１970年代には
論文報告 ８ 、１3）があり、未だに知見が公表 3 、 ４ 、 ６ ）されてい
ることから根本的な解決には至っていないものと考えられ
る。大学生活において生活習慣が乱れる要因として、①大
学生活は高等学校と異なりクラスという人工的な集団機能
が実質的に存在しないこと、②深夜帯のアルバイト、ゲー
ムやスマホなどのいわゆる2４時間社会の弊害として昼夜逆
転の生活など概日リズムの乱れが生じること、③単身生活

になると家族から離れるために家事などの負担が大きく、
規則的な生活を送ることが困難になること、④同年代以外
の世代との交流がほとんどないことなどが要因として挙げ
られる。これらの要因が複合的に関連し、大学生活におい
て生活習慣を乱す学生が多く存在する。生活習慣の乱れが、
不定愁訴を引き起こす原因であると推測する。学生時代の
生活習慣の乱れが将来の生活習慣病の発症に深く関与する
ものと考えられることから、大学生に対する健康教育を実
施することは重要なことである。本学では、１ 年次生に「生
涯スポーツ A（前期）」、「生涯スポーツ B（後期）」および
3 年次生に「健康とスポーツの科学」を開講し、健康教育
を実践している１４）。「生涯スポーツ A および B」は、自己
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のライフステージや心身の状態に応じて、それぞれに適し
たスポーツを生活の中に取り入れ、豊かで健康的なライフ
スタイルを形成する能力を養うことを目的に開講されてい
る。授業では特に、体力の維持・向上に配慮して実施され
ている。また、「健康とスポーツの科学」は、人間のスポー
ツ行動と健康の関わりについて、スポーツ科学・健康科学
の両面から追求し、健康で生き生きとした生活を送るため
の方法を探求することを目的に開講されている。
　本学の体育授業計画グループ（体育グループ）は、平成
22年度に「新入生を対象に実施する健康教育が生活習慣の
確立、不定愁訴発現頻度抑制に及ぼす効果を明らかにし、
新入生の充実した大学生活に寄与すること」を目的に健康
スポーツ科学教育開発センターを設置した（～平成2４年
度）。生涯スポーツ A および B を履修した学生に対して、
４ 月、 7 月、 9 月、 １ 月（それぞれ授業の １ 週目と１5週
目）に体力テスト（反復横跳び、閉眼片脚立ち、握力）、
健康関連 QOL 尺度（SF-3６v2）、生活習慣に関する質問紙
調査を実施した。主な知見は、履修者の体力水準に大きな
バラつきが存在すること、健康関連 QOL 尺度（特に精神
的健康度）が ４ 月に比較して 7 月に低値を示すこと、朝食
摂取、就寝・起床時刻、疲労感などが ４ 月以降に悪化する
傾向であること、一方部活動への加入率、運動実施状況は
高値を示すことなどであった。また、入学前に保護者や高
等学校から大学生活に関して生活指導を受けていない履修
者は7８% であった。入学前の生活指導の質的量的な低さ
が本学学生における生活習慣の悪化の一要因であるものと
推測される。健康スポーツ科学教育開発センターにおける
成果を発展させることを目的に平成25年度には健康増進医
科学研究センターを設置した（現在に至る）。「大学新入生
の生活習慣確立のための実践的取組」は、センターの主要
テーマに位置付け、効果的な健康教育介入手法を検討した。
健康教育に関する先行研究の特徴は、医療系大学の新入生
を対象 7 ）、 １ 年次生の前期を介入期間 7 ）、介入する人数に
制限がある（学科単位など）7 、１0、１１）が挙げられる。男子学
生は、女子学生に比較して、生活習慣の悪化が顕著である
こと、健康教育介入の効果が薄いことなどが指摘されてい
る ６ ）。これらの先行研究の知見に基づき、大規模な介入が
実施できる手法であり、男子学生が多く在籍する工学系大
学において効果的な介入手法であれば、他の大学生や新社
会人などに対する汎用性が高いものと考える。また、本学
の体育グループの教員の専門分野は、公衆衛生学、体育心
理学、バイオメカニクス、運動生理学、健康科学と多岐に
わたることから、それぞれの専門分野の観点から健康教育
介入を実施することが可能である。
　以上の先行研究の知見および我々のこれまでの取組の成
果に基づき、新聞による健康教育介入に着目した。新聞は、

言うまでもなく、一度に多くの対象者を対象に配付するこ
とができ、読み返すことによって何度でも情報の確認が可
能である。先行研究において一般的な男子学生は健康に対
する意識が低いことから、学生が継続して取組む工夫とし
て、①学生自身がセルフチェックできる内容を盛り込むこ
と、②データをフィードバックし、自分自身の生活習慣を
見直すきっかけを持たせること、③学生時代の生活習慣
は、大学生活のみならず、新社会人、子育て、老後など一
生涯の健康に影響することなどを新聞作成の際に留意する
ように教員間で確認した。なお、新聞の名称は、「広島工
業大学体育グループ健康教育介入新聞」とし、通称を「HIT
健康教育新聞」とした。本研究は、「HIT 健康教育新聞」
による健康教育介入の実践的取組を通して、本学学生に対
して健康教育介入を実施し、「HIT 健康教育新聞」の学生
評価から改善点を明らかにすることを目的とした。さらに、
本学学生の体力テスト、健康関連 QOL 尺度、生活習慣の
実態を調査、検討することも目的とした。

方　法

対象者
　対象者は平成30年度に生涯スポーツ A および B を受講
した本学学生とした。対象者には、授業ガイダンスの際に
ヘルシンキ宣言および広島工業大学研究倫理規程の趣旨に
沿い、研究の目的、方法、期待される効果、不利益がない
こと、個人情報の保護について説明を行った。
実践的な取組
　対象者に対して、生涯スポーツ A および B の授業の際
に体力テスト、健康関連 QOL 尺度および生活習慣に関す
る調査の測定を実施した。体力テストは、反復横跳び、閉
眼片脚立ちおよび握力の 3 種目とした。閉眼片脚立ちは、
日本健康運動研究所の測定方法に準じて実施した１5）。 2 回
測定し、時間の長い方を採用した。なお、閉眼片脚立ちは
１８0秒を最高記録した。握力および反復横跳びの測定は、
文部科学省の新体力テストに準じて実施した１６）。握力の測
定は、デジタル握力計（株式会社エバニュー；EKJ077）
を用い、左右 2 回測定した。それぞれの手で記録の高い値
を採用した。反復横跳びも 2 回測定し、回数の多い値を採
用した。
　生活習慣に関する質問紙調査は、住居形態、主な通学方
法、通学時間、入学前の生活指導の有無、食事回数、朝食
摂取の有無、睡眠時間（就寝・起床時刻）、運動、アルバ
イトの実施状況、主観的な健康状態、不定愁訴発現に関す
る項目とした（自記式）。
　健康関連 QOL 尺度指標は SF-3６v2日本語版（認定 NPO
法人健康医療評価研究機構）を用いた（自記式）１7−１9）。得
られた資料の分析には、SF-3６v2日本語版スコアリングプ
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ログラムを用いた（iHope International 株式会社）。健康
関連 QOL のサマリースコア（身体的側面 QOL、精神的
側面 QOL、役割／社会的側面 QOL）および下位尺度（身
体機能、日常役割機能（身体）、体の痛み、全体的健康感、
活力、社会生活機能、日常役割機能（精神）、心の健康）
の得点を求めた。各サマリースコアおよび各下位尺度の分
析は、国民標準値で補正し、評価した。なお、SF-3６v2日
本語版は認定 NPO 法人健康医療評価研究機構から使用許
諾を得た。
健康教育介入
　授業の際に「HIT 健康教育新聞」を配付し、１0分程度
説明を行った。作成した「HIT 健康教育新聞」の内容と
配付時期は次の通りである。
第 １ 号（前期 １ 週目） 大学生活と高校生活の違いを考え、

環境変化を乗り切る
第 2 号（前期 2 週目） 概日リズムに着目した健康づくり１0

箇条
第 3 号（前期 5 週目） 健康関連 OQL の測定結果のフィー

ドバック
第 ４ 号（前期 7 週目） 生活習慣に関する測定結果のフィー

ドバック
第 5 号（前期 9 週目） 体力テストの測定結果のフィードバッ

ク
第 ６ 号（前期１１週目） 「あがり」に対する効果的な対処方

法
第 7 号（前期１3週目） 毎日の「食」を考え、健康づくりに

活かす
第 ８ 号（前期１5週目）科学的根拠に基づいた健康づくり
第 9 号（後期 １ 週目） 腸内環境を整え、健康づくりに活か

す
第１0号（後期 2 週目）健康づくりに良い「運動」を考える
第１１号（後期１5週目） 体育の授業がなくなる大学 2 年生か

らの身体活動
　「HIT 健康教育新聞」の評価は、前期末および後期末
に受講生に 5 段階で評価させた。また、評価の根拠や改善
点について、自由記述させた。
分析対象者
　分析対象者は、生涯スポーツ A および B の受講学生の
内、４ 月、7 月、9 月および １ 月の該当する授業に出席し、
体力テスト、生活習慣に関する調査、健康関連尺度指標の
質問調査の回答に不備がなかった４８9名（男子；４４６名、女
子；４3名）とした。
統計処理
　HIT 健康教育新聞の学生評価は、 5 段階の回答項目を
百分率で示した。体力テストおよび健康関連 QOL 尺度の
各サマリースコアと各下位尺度は、平均値±標準偏差で示

した。データの経時的変化の分析は一要因分散分析を用い
た。事後検定には Bonferroni を用いた。いずれの検定も
危険率 5 % 未満（p<0.05）を有意な差とした。生活習慣に
関する調査は、各回答の項目を百分率で示した。

結　果

　図 １ に HIT 健康教育新聞に対する前期末⒜および後期
末⒝の評価を示した。前期末において、HIT 健康教育新
聞を肯定的に捉えた学生（ 5 段階評価の ４ か 5 ）の割合は
75.0% であり、否定的に捉えた学生（ 5 段階評価の １ か 2 ）
は3.８% であった。後期末は肯定的が79.４% であり、否定的
が3.7％であった。
　図 2 に男子学生における反復横跳び、閉眼片脚立ち、握
力（右）および握力（左）の経時的変化を示した。 9 月の
反復横跳びは、 ４ 月および １ 月に比較して有意な高値を示
した。閉眼片脚立ちのタイムは、時間経過に伴い有意な延
長を示した。 １ 月の閉眼片脚立ちは、 ４ 月、 7 月および 9
月に比較して有意な高値を示した。 9 月の右手の握力は、
7 月に比較して有意な低値を示した。9 月の左手の握力は、
４ 月および 7 月に比較して有意な低値を示した。 １ 月の右
および左手の握力は、 ４ 月、 7 月および 9 月に比較して有
意な低値を示した。図 3 に女子学生における反復横跳び、
閉眼片脚立ち、握力（右）および握力（左）の経時的変化
を示した。 9 月の反復横跳びは、 7 月に比較して有意な高
値を示した。 １ 月の反復横跳びは、 9 月に比較して有意な
低値を示した。閉眼片脚立ちは、有意ではないものの ４ 月
以降にタイムの向上が観察された。右および左手の握力は、
１ 月において有意な低値を示した。
　図 ４ に SF-3６v2の各サマリースコアの推移を示した。
身体的および精神的側的 QOL サマリースコアに有意な差
は観察されなかった。しかしながら、役割／社会的側面
QOL サマリースコアは、 ４ 月に比較して、 7 月が有意な
低値を示した。さらに、 9 月の役割／社会的側面 QOL サ
マリースコアは、 7 月に比較して、有意な高値を示した。
図 5 に SF-3６v2の各下位尺度の推移を示した。 9 月の身
体機能は、４ 月および 7 月に比較して有意な高値を示した。
さらに、 １ 月おいては、 7 月に比較して有意な高値を示し
た。 ４ 月の日常役割機能（身体）は、 7 月、 9 月および １
月に比較して、有意な高値を示した。さらに、 9 月におい
て、 7 月に比較して有意な高値を示した。 １ 月の全体的健
康感は、 ４ 月、 7 月および 9 月に比較して有意な低値を示
した。さらに、 7 月において、 ４ 月に比較して有意な低値
を示した。 7 月の活力は、 ４ 月および 9 月に比較して有意
な低値を示した。 7 月の社会生活機能は、４ 月に比較して、
有意な低値を示した。 7 月および １ 月の日常役割機能（精
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神）は、 ４ 月に比較して有意な低値を示した。さらに、 9
月において、 7 月に比較して有意な高値を示した。体の痛
みおよび心の健康に有意な差は観察されなかった。
　図 ６ に住居形態、主な通学方法、通学時間および入
学前の生活指導を示した。単身生活者は3８.2%、実家生
活者は53.４% であった。食事を提供される下宿生活者は
7.８% であった。主な通学方法は、自転車が４5.８%、電車が
32.9%、徒歩が１9.2% であった。通学時間は、１0～30分の
者が30.3%、１0分未満の者が2８.0% であった。入学前に生
活指導（学校あるいは家庭）を実施されていない割合は有
効回答数の7６.６% であった。図 ６ に生活習慣に関する調査
結果を示した。毎日 3 食食べる者の割合は、 ４ 月が7８.9%
であり、 7 月59.3%、 9 月59.9%、 １ 月４9.9% と減少を示し
た。毎日朝食を摂取する者の割合は、 ４ 月が7８.3% であ
り、 7 月5８.１%、 9 月59.１%、 １ 月50.9% と減少を示した。
睡眠時間が ６ 時間未満の者の割合は、 ４ 月が30.１% であ
り、 7 月４2.5%、 9 月3６.６%、 １ 月４１.7% と上昇を示した。
2４時以降に就寝する者の割合は、 ４ 月が６7.7% であり、 7
月75.１%、 9 月7８.5%、 １ 月８４.9% と 上 昇 を 示 し た。 7 時
以降に起床する者の割合は、 ４ 月が32.7% であり、 7 月
４7.0%、 9 月5１.3%、 １ 月６６.１% と上昇を示した。授業を除
き週 １ 日以上の運動を実施する者の割合は、 ４ 月が４８.１%
であり、 7 月57.１%、 9 月52.４%、 １ 月50.7% と 7 月に最高
値を示した。授業を除き １ 回30分以上の運動を実施する
者の割合は、 ４ 月が４８.5%、 7 月5１.7%、 9 月52.４%、 １ 月
52.６% と横ばいで推移した。週 3 回以上アルバイトして
いる者の割合は、 ４ 月が１7.８% であり、 7 月3８.9%、 9 月
４６.６%、 １ 月53.0% と上昇を示した。また、週に１0時間以
上のアルバイトしている者の割合は、４ 月が１４.5% であり、
7 月32.9%、 9 月39.7%、 １ 月４7.0% と上昇を示した。自覚
的な体調が良い（ 5 段階の ４ と 5 ）と回答した者の割合は、
４ 月 が75.5% で あ り、 7 月６８.3%、 9 月６3.0%、 １ 月5８.9%
と減少を示した。自覚的な精神的状況が良い（ 5 段階の ４
と 5 ）と回答した者の割合は、 ４ 月が7４.0% であり、 7 月
６６.１%、 9 月６４.８%、 １ 月６0.5% と減少を示した。疲労を感
じている者（ 5 段階の １ と 2 ）の割合は、 ４ 月が20.2% で
あり、 7 月2６.８%、 9 月22.3%、 １ 月23.１% と 7 月に最高値
を示した。運動不足と感じている者（ 5 段階の １ と 2 ）の
割合は、 ４ 月が４9.１% であり、 7 月４5.４%、 9 月４5.８%、 １
月４7.2% と 7 月と 9 月が低値を示した。寝不足と感じてい
る者（ 5 段階の １ と 2 ）の割合は、 ４ 月が25.2% であり、
7 月37.0%、 9 月33.3%、 １ 月４2.3% と上昇を示した。自覚
的に不健康と感じている者（ 5 段階の １ と 2 ）の割合は、
４ 月 が5.7% で あ り、 7 月１１.7%、 9 月１0.0%、 １ 月１１.9%
と上昇を示した。不定愁訴を訴える者の割合は、 ４ 月が
39.１% であり、 7 月3４.８%、 9 月3１.5%、 １ 月30.7% と減少

を示した。午前中の授業に遅刻した者は、 ４ 月20名、 7 月
１0１名、 9 月3４名、 １ 月１30名であり、 7 月と １ 月に増加し
た。さらに、午前中の授業に欠席した者は、 ４ 月１0名、 7
月１１3名、 9 月４１名、 １ 月１3８名であった。自分自身の生活
習慣が ４ 月に比較して乱れた（ 5 段階の ４ と 5 ）と回答し
た者の割合は、7 月2４.5%、9 月2６.0%、１ 月32.5% であった。
さらに、生活習慣の改善に対して取り組んだ（ 5 段階の １
と 2 ）と回答した者の割合は、 7 月3４.６%、 9 月2４.１%、 １
月22.7% と減少を示した。

考　察

　本研究は、「HIT 健康教育新聞」を用いた実践的健康教
育を展開した。「HIT 健康教育新聞」を肯定的にとらえた
学生は、前期末75.0%、後期末79.４% であった。体力水準
は標準的であったが、バラつきが大きいことが特徴であっ
た。健康関連 QOL の役割／社会的側面 QOL サマリース
コアは、国民標準に比較して低値を示した。精神的健康度
に関する下位尺度は、前期末に低値を示した。生活習慣は
入学後に悪化する傾向が確認され、前期に大きく悪化する
ことが明らかになった。以上のことから、「HIT 健康教育
新聞」を用いた実践的な健康教育に対して多くの学生は肯
定的にとらえているものの、実際の生活習慣の乱れに対す
る効果は限定的である可能性が示された。今後さらに効果
的な健康教育を展開することが課題である。
　本学の教養教育科目は平成2８年度カリキュラム改訂を実
施した。そのカリキュラムの改訂に向けて、平成22年度に
「技術系大学における教養教育に関するプロジェクト教育
開発センター」が設置され、技術系大学における教養教育
に関する調査研究を実施した。翌年の平成23年度には「教
養教育検討特別委員会」が設置され、本学の教養教育が検
討された。その答申の中で、「工科系大学である本学の教
養教育では、「養成されなければならない力」あるいは「基
礎的素養」として、以下の力を設定すること」とされた。
その内容は「①情報収集をもとに計画的に作業を進め組み
上げデザインする力、②コミュニケーションする力、③身
近なところから社会に奉仕する力、④健やかな生活を増進、
維持する力、⑤自らの感性を理解し、自らの感性を信じて
行動する力。」である。この答申に基づき、具体的な教養
教育科目を検討する「カリキュラム改訂に関する特別委員
会」、「教育課程運用に関する特別委員会」が設置された。
それらの特別委員会において、平成2８年度カリキュラムが
決定された。生涯スポーツ A および B は、答申に示され
た 5 つの力を総合的に養成できるように開講した。特に②
コミュニケーションする力、④健やかな生活を増進、維持
する力の養成が生涯スポーツ A および B に養成が期待さ
れる力であると認識し、教育を展開している。
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　生活習慣に関する調査結果は、 ４ 月以降に悪化する傾向
が確認された。この傾向は、健康の 3 要素である運動、栄
養、休養の全ての項目で確認された。このことは、大学生
における生活習慣の乱れを指摘した先行研究 １ −１2）と同様
であった。また、 ４ 月から 7 月の悪化の程度が顕著であっ
たことから、大学生活におけるスタートである前期に生活
習慣が確立できていないものと推測される。 
　体力テストの結果は、時間経過に伴い高値あるいは横ば
いを示した。このことは、週 １ 回程度の生涯スポーツの受
講によって体力が維持されていることを示唆する。文部科
学省の新体力テストの評価表１６）を用いると、男子学生の
反復横跳びの平均は１0点中 ８ 点、握力は左右とも ６ 点で
あった。女子学生においても反復横跳びが 7 点、握力が 5
− ６ 点であった。本研究は体力テストを 3 種目しか実施し
ていないが、本学学生の体力水準は平均的あるいは少し優
れていると評価することができる。しかしながら、バラつ
きが大きく観察されたことから、個別評価を実施する必
要性がある。さらに、授業を除いた運動の実施状況は50%
程度であることから、約半数の学生は授業が開講されない
2 年次生以降は運動を実施しないものと考えられる。身体
活動の不足が日常生活に及ぼす影響についてはネガティブ
な知見が多く報告されていることから、身体活動を習慣的
に高める取り組みを実践する必要がある。「HIT 健康教育
新聞」では、直接的なテーマとして、第 5 号、第１0号、第
１１号で運動・身体活動をテーマに取り扱っている。本研究
の対象者が 2 年次生以降にこれらの「HIT 健康教育新聞」
を振り返り、身体活動量を増加させることを期待する。
　健康関連 QOL 尺度のサマリースコアである役割／社会
的側面は国民標準を下回り、 ４ 月に比較して 7 月に低値を
示した。役割／社会的側面 QOL サマリースコアは日常役
割機能（身体）、社会役割機能、日常役割機能（精神）の
下位尺度から構成されることから、対象者の日常的な活動
が身体的および精神的な理由によって制限されたことや家
族・友人などに対する付き合いが妨げられたものと考えら
れる。 7 月の全体的健康感、活力、社会生活機能および日
常役割機能（精神）など精神的健康度に関する下位尺度は、
４ 月に比較して有意な低値を示した。このことは、入学後
少なくとも ４ ヶ月間において対象者の精神的健康度が低下
していることを示唆する。また、これらの知見は、我が国
の大学生の精神的健康度の低下を指摘した先行研究と同様
の傾向である 3 − ６ ）。我々は健康関連 QOL 尺度のサマリー
スコアの高低と舌下温日内変動特性および生活習慣が関連
することを明らかにした 3 ）。具体的には精神的健康度の高
い者は、起床時の舌下温および舌下温の最高値が高く、起
床時から最高値の位相時間が短く、良好な生活習慣を有し、
不定愁訴有訴率が低値であることを報告した。QOL は、「生

きがい」、「満足度」、「居住環境」、「経済状態」、「ソーシャ
ルサポート」などを含め多種多様な定義が存在する１7）。こ
のため、大学生において QOL が低下する要因を特定する
ことは困難であるものと考えられる。さらに、住居形態、
通学方法・時間、経済状態など自分自身では解決すること
ができない要因が大学生の QOL の高低に影響する可能性
を否定できない。このような大学生特有の背景を考慮し、
HIT 健康教育新聞は知識の伝達のみならず自分自身の生
活習慣を振り返り、比較的簡単にできる実現可能性の高
い事柄から取り組むことに主眼を置いて作成した。具体
的には、 ４ 月に測定した健康関連 QOL 尺度指標の結果を
フィードバックし、精神的健康度を構成する下位尺度が国
民標準値よりも低いことが特徴であることを記載した。こ
の課題を解決するために自分自身の努力で達成可能な目標
を設定し、目標達成に向けて計画的に努力する必要性を説
明した。さらに、個々人に具体的な目標を記入させた。ま
た、大学生の生活習慣の乱れは概日リズムの乱れを引き起
こし、この概日リズムの乱れが QOL 低下の一要因である
ものと考え、概日リズムを整える重要性を説明した。その
際、従前から言われている概日リズムの同調因子である午
前中に太陽光を浴びることや朝ごはんを摂取することはも
ちろんのこと、我々の研究成果に基づく放課後の生活習慣
と概日リズムに関する概日リズムに着目した健康づくり指
針を公表するなど最新の科学的な知見を提供した20）。１970
年代以降、大学生の生活習慣の乱れと精神的健康度の低下
が指摘されているが、今日でも同様な問題に取り組んでい
ることを鑑みると大学入学前の健康教育（大学生特有の生
活習慣と健康度など）の必要性が考えられる。実際、本研
究の対象者で入学前に生活指導されている割合は23.7% で
あった。入学前の健康教育が実施されれば、意図せずに生
活習慣が乱れる学生を少しでも食い止めることができるも
のと期待する。
　本研究は、いくつかの研究の限界がある。本研究の分析
対象者は生涯スポーツ A および B を履修し、体力テスト
および質問紙調査を実施した回に出席した者であった。こ
れらのことから、対象者は入学定員の４5% であった。時
間割や CAP 制などの制限を考慮しても、体育関連の科目
を履修しない学生は運動や健康に対する意識が高くないも
のと推測する。これらのことから、学務部や保健室と連携
し、本学学生の健康づくりの基盤を整備する必要性がある。
また、本研究は評価指標が男女別で公表されている体力テ
スト以外の項目は、男女を区別せずに評価した。男子学生
は、女子学生に比較して、生活習慣の悪化が顕著であるこ
と ６ ）、健康教育介入の効果が薄いことなどが指摘されてい
る。これらのことから、「HIT 健康教育新聞」を用いた健
康教育介入効果も男女で異なる可能性が考えられる。本研
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究の知見を応用する際には男女差を考慮する必要性があ
る。最後に、前期末 7 月の調査は体育館の室温、湿度が高
い環境で実施した。一方、 １ 月は寒冷環境での実施であっ
た。これらのことから、本調査の結果において少ながらず
季節変化の影響を考慮する必要性がある。特に 7 月の精神
的健康度の低下に高温多湿環境の影響、 １ 月の握力測定に
おける手の冷えの影響などは得られた知見に大きな影響を
及ぼすものと考えられる。
　以上のことから、「HIT 健康教育新聞」を用いた健康教
育介入は約８0% の学生が肯定的に捉えているものの、生
活習慣の乱れの防止や体力の向上、QOL の向上などの介
入効果については再考する必要が考えられる。このことか
ら、体育グループ教員による HIT 健康教育新聞を用いた
実践教育は、部分的ではあるが本学学生の健やかな生活を
増進、維持する力の養成に寄与するものと結論付ける。
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図 １　HIT 健康教育新聞の評価

図 ２　 男子学生における体力テスト（反復横跳び、閉眼片脚立ち、
右手の握力、左手の握力）の推移

図 ３　 女子学生における体力テスト（反復横跳び、閉眼片脚立ち、
右手の握力、左手の握力）の推移

図 ４　 健康関連 QOL 尺度の各サマリースコア（身体的、精神的、
役割／社会的側面）の推移
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図 ５　 健康関連 QOL 尺度の各下位尺度（身体機能、日常役割機
能（身体）、体の痛み、全体的健康感、活力、社会生活機能、
日常役割機能（精神）、心の健康）の推移
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図 ６　生活習慣に関する質問紙調査の推移




